
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 立命館大学 
設置者名 学校法人立命館 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜

間･

通

信

制

の

場

合

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位

数 
省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 

全

学

共

通

科

目

学

部

等

共

通

科

目

専

門

科

目

合

計 

法学部 法学科 - 

24

- - 24 13   

経済学部 
経済学科 - - - 24 13   

国際経済学科 - - - 24 13   

経営学部 
経営学科 - - - 24 13   

国際経営学科 - - - 24 13   

産業社会学部 現代社会学科 - - - 24 13   

国際関係学部 

国際関係学科 - - - 24 13   

アメリカン大学・立命館

大学国際連携学科 
- - - 18 18 13   

文学部 人文学科 - 

24

- - 24 13   

映像学部 映像学科 - - - 24 13   

総合心理学部 総合心理学科 - - - 24 13   

理工学部 

電気電子工学科 - - - 24 13   

機械工学科 - - - 24 13   

ロボティクス学科 - - - 24 13   

数理科学科 - - - 24 13   

物理科学科 - - - 24 13   

電子情報工学科 - - - 24 13   

建築都市デザイン学科 - - - 24 13   

環境都市工学科 - - - 24 13   

都市システム工学科 - - - 24 13   

環境システム工学科 - - - 24 13   

情報理工学部 
情報理工学科 - - - 24 13   

情報システム学科 - - - 24 13   



  

情報コミュニケーション

学科 
- - - 24 13   

メディア情報学科 - - - 24 13   

知能情報学科 - - - 24 13   

生命科学部 

応用化学科 - - - 24 13   

生物工学科 - - - 24 13   

生命情報学科 - - - 24 13   

生命医科学科 - - - 24 13   

スポーツ健康

科学部 
スポーツ健康科学科 - 

20

- - 20 13   

政策科学部 政策科学科 - - - 20 13   

食マネジメン

ト学部 
食マネジメント学科 - - - 20 13   

薬学部 
薬学科 - 

18
- 20 38 19   

創薬科学科 - - - 18 13   

グローバル教

養学部 
グローバル教養学科 - - - 16 16 13   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
立命館大学オンラインシラバス（Web）にて公表 

(http://www.ritsumei.ac.jp/acd/ac/kyomu/gaku/onlinesyllabus.htm) 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名：該当なし 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 立命館大学 
設置者名 学校法人立命館 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本学 Web にて公表 

http://www.ritsumei.ac.jp/file.jsp?id=234240&f=.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容

や期待する役割 

常勤 弁護士・他大学教員 
2017 年 7 月～

2020 年 7 月 

法務コンプライア

ンス担当 

常勤 会社役員 
2018 年 1 月～

2020 年 12 月 

立命館アジア太平

洋大学の統括 

常勤 他法人役員 
2017 年 7 月～

2020 年 7 月 
一貫教育担当 

非常勤 会社役員 
2017 年 7 月～

2020 年 7 月 

企業等での経験に

もとづく法人運営

や意思決定への助

言 

非常勤 弁護士 
2017 年 7 月～

2020 年 7 月 
同上 

非常勤 会社役員 
2017 年 7 月～

2020 年 7 月 
同上 

非常勤 会社役員 
2017 年 7 月～

2020 年 7 月 
同上 

非常勤 会社役員 
2017 年 7 月～

2020 年 7 月 
同上 

非常勤 会社役員 
2017 年 7 月～

2020 年 7 月 
同上 



  

非常勤 地方公務員 
2017 年 7 月～

2020 年 7 月 
同上 

非常勤 会社役員 
2017 年 7 月～

2020 年 7 月 
同上 

非常勤 会社役員 
2017 年 7 月～

2020 年 7 月 
同上 

非常勤 会社役員 
2017 年 7 月～

2020 年 7 月 
同上 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 立命館大学  

設置者名 学校法人立命館 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

授業計画（シラバス）は全授業について以下の Web で公表している。 
各授業で授業計画を作成するに当たり、以下の内容を実施することで公開内容の

質を担保している。 
・全学にてシラバス執筆基準を定め各項目の記載基準を決定 
・基準に沿った記載内容になっているかを全学部にて点検 

 
 
 
 
 
 
 

授業計画書の公表方

法 

立命館大学オンラインシラバス（Web）にて公表 

(http://www.ritsumei.ac.jp/acd/ac/kyomu/gaku/onlinesyll

abus.htm) 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
成績評価方法についてはシラバスにて公表している。また、シラバス記載内容

については、各学部にて内容の確認を実施している。 
シラバスの内容確定後、成績評価方法の変更が必要な場合は、教授会にて変更

内容の審議・確認を実施している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

[設定・公表] 
以下の内容については、学内ポータルサイトや学修要覧で公表している。 
○成績評価内容については以下のとおり 
Ａ＋ 所期の学習目標をほぼ完全に達成するか、または傑出した水準に達している。 

※100 点法では 90 点以上に対応する。 

Ａ   問題があるが、所期の学習目標を相応に達成している。 

       ※80～89 点に対応。 

Ｂ   誤りや不十分な点があるが、初期の学習目標を相応に達成している。 

       ※70～79 点に対応 

Ｃ   所期の学習目標の最低限は満たしている。 

       ※60～69 点に対応 

Ｆ   単位を与えるためにはさらに勉強が必要である。 

       ※60 点未満に対応 

 

(1)「Ａ＋」「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」を合格とし、所定の単位を授与する。 

(2)「Ｆ」は不合格。不合格については、成績証明書には記載されない。 

(3)成績を段階評価することになじまない科目については、合格を「Ｐ」、不合格を「Ｆ」

とする。 

(4)編入学、転入学、海外留学、単位互換制度などにより、本学以外で修得した科目を

本学で認定する場合は「Ｔ」（認定）で表示する。 

 

 

○GPA 算出方法は以下のとおり 
５×[Ａ＋修得単位数]＋４×[Ａ修得単位数]＋３×[Ｂ修得単位数]＋２×[Ｃ修得単位数] 

Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｆ評価の合計単位数 

※自由科目（卒業・修了要件に算入しない科目）は GPA 計算の対象とならない。 

※副専攻科目は、コース修了に必要な単位数を満たしていない場合でも、GPA 計算の

対象となる。 

 

 

[成績の分布状況の把握] 
各学部にて毎年度実施している前年度教学実施内容の総括において、客観的な学習成

果の内容を把握している。 
 
 
 [適切な実施] 
成績評価に関しては、適正に試験執行できるよう、全学にて試験実施方針を作成し、

監督者に対してガイダンス等を実施している。 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

・本学学生に対しては学修要覧および学内ポータルサイト 

（http://www.ritsumei.ac.jp/ct/）にて公表 

・一般には「自己点検・評価報告書」P46 の 6 行目にて公表 

（http://www.ritsumei.ac.jp/file.jsp?id=413763&f=.pdf）



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

2010 年度より全学方針において、教学分野の自己点検評価・教学改善を進めてい

る。学生や社会的な説明責任の観点より、本学の教学を学生や社会へ判りやすく周知

することを目的として 3 ポリシーを策定し、学位授与方針の策定・公表を行っている。

中央教育審議会大学教育部会の「3 ポリシーの策定運用に関するガイドライン」

（2016 年 3 月 31 日）を踏まえ、教育課程の編成・実施方針および学生受け入れの方

針となる 3 ポリシーにおいて、整合性・体系性を高める観点から、改めて各学部にて

学位授与方針の点検と必要な見直しを要請し、各項目の定義を明確にした。 
学位授与方針については、「どのような条件を満たした場合に教育目標を達成した

とみなし学位を授与するのかを定める基本的な方針」と定義し、その教育目標を「卒

業生が社会に出て人材育成目的を達成するために、卒業までに最低限身につけておく

べき力量（ミニマム・リクワイアメント）」と定めた。 
 
このように、各学部の学位授与方針においては、所定の教育課程（例：124 単位の

習得）を教育目標の達成とし、学位を与えるという構造となっている。全学部にて学

位授与方針を策定・公表し、卒業までに学生が修得すべき知識・技能・態度等を教育

目標として明示している。 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

・本学学生に対しては、学修要覧（各学部の Web）にて公表 

・一般には、各学部における学位授与方針（ディプロマ・ポリ

シー）にて以下、情報公開の Web にて公表 

http://www.ritsumeikan-trust.jp/file.jsp?id=382771&f=.pdf 
 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 立命館大学 

設置者名 学校法人立命館 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法

貸借対照表 

本学の情報公開の Web にて公表 
http://www.ritsumeikan-trust.jp/publicinfo/about/finance/

収支計算書又は損益計算書 

財産目録 

事業報告書 

監事による監査報告（書） 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：学園ビジョンＲ２０２０ 対象年度： ～2020 年度 ） 

公表方法：Web にて公表 （http://www.ritsumei.ac.jp/features/r2020/） 

中長期計画（名称：学園ビジョンＲ２０３０ 対象年度： ～2030 年度 ） 

公表方法：Web にて公表 （http://www.ritsumei.ac.jp/features/r2030/） 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：Web にて公表(http://www.ritsumei.ac.jp/assessment/self_inspection/) 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：Web にて公表(http://www.ritsumei.ac.jp/assessment/accreditation.html/)

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 全学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：Web にて公表。各学部の人材育成目的を参照。 

http://www.ritsumeikan-trust.jp/file.jsp?id=382771&f=.pdf） 

（概要） 

立命館憲章および学則の定めを踏まえた人材育成目的（教育研究上の目的）を、学部を単

位とした学部則において適切に定めている。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：Web にて公表。各学部の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）を参照。 

http://www.ritsumeikan-trust.jp/file.jsp?id=382771&f=.pdf） 

（概要） 

2010 年度より全学方針において、教学分野の自己点検評価・教学改善を進めている。

学生や社会的な説明責任の観点より、本学の教学を学生や社会へ判りやすく周知する

ことを目的として 3 ポリシーを策定し、学位授与方針の策定・公表を行っている。 
中央教育審議会大学教育部会の「3 ポリシーの策定運用に関するガイドライン」

（2016 年 3 月 31 日）を踏まえ、教育課程の編成・実施方針および学生受け入れの方

針となる 3 ポリシーにおいて、整合性・体系性を高める観点から、改めて各学部にて

学位授与方針の点検と必要な見直しを要請し、各項目の定義を明確にした。 
学位授与方針については、「どのような条件を満たした場合に教育目標を達成した

とみなし学位を授与するのかを定める基本的な方針」と定義し、その教育目標を「卒

業生が社会に出て人材育成目的を達成するために、卒業までに最低限身につけておく

べき力量（ミニマム・リクワイアメント）」と定めた。 
 
このように、各学部の学位授与方針においては、所定の教育課程（例：124 単位の習

得）を教育目標の達成とし、学位を与えるという構造となっている。全学部にて学位

授与方針を策定・公表し、卒業までに学生が修得すべき知識・技能・態度等を教育目標

として明示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：Web にて公表。各学部の教育課程の編成・方針（カリキュラム・ポリシー）を

参照。http://www.ritsumeikan-trust.jp/file.jsp?id=382771&f=.pdf） 

（概要） 

2010 年度より全学方針において、教学分野の自己点検評価・教学改善を進めている。学

生や社会的な説明責任の観点より、本学の教学を学生・社会へ判りやすく周知することを

目的として 3 ポリシーを策定し、学位授与方針の策定・公表を開始している。 
中央教育審議会大学教育部会の「3 ポリシーの策定運用に関するガイドライン」（2016

年 3 月 31 日）を踏まえ、教育課程の編成・実施方針および学生受け入れの方針となる 3 ポ

リシーにおいて、整合性・体系性を高める観点から、改めて各学部にて学位授与方針の点

検と必要な見直しを要請し、各項目の定義を明確にした。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針については、「定められた教育目標の１つひとつ

を達成するために、どのような教育課程（科目・科目群）を編成し、どのような教育内容・

方法で実施するか、学生の学習成果をどのように評価するかを定める基本的な方針」とし

ている。 
全学部において教育課程の編成・実施方針を策定・公表し、その中で教育課程の基本的

な体系と内容および教育課程を構成する授業科目の区分を示している。また、教育課程の

編成・実施方針を踏まえて、学部則において、科目ごとに授業形態を示している。 
 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：Web にて公表。各学部の入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を

参照。http://www.ritsumeikan-trust.jp/file.jsp?id=382771&f=.pdf） 

（概要） 

2010 年度より全学方針において、教学分野の自己点検評価・教学改善を進めている。学

生や社会的な説明責任の観点より、本学の教学を学生・社会へ判りやすく周知することを

目的として 3 ポリシーを策定し、学位授与方針の策定・公表を開始している。 
中央教育審議会大学教育部会の「3 ポリシーの策定運用に関するガイドライン」（2016 年

3 月 31 日）を踏まえ、教育課程の編成・実施方針および学生受け入れの方針となる 3 ポリ

シーにおいて、整合性・体系性を高める観点から、改めて各学部にて学位授与方針の点検

と必要な見直しを要請し、各項目の定義を明確にした。 
 

入学者の受入れに関する方針については、「どのような能力・資質・態度を持つ者を入

学者として受け入れるかを定める基本的方針」としている。すべての学部・研究科におい

て、ホームページ、入学試験要項、大学案内、大学院案内および学生募集にかかる広報物

等において、受験生に対し広く公表している。 
 
 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：大学基礎データの Web ページにて公表 

http://www.ritsumei.ac.jp/file.jsp?id=389789&f=.pdf 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4 人 － 4 人

法学部 － 51 人 10 人 61 人

経済学部 － 51 人 20 人 71 人

経営学部 － 48 人 17 人 2 人 67 人

産業社会学部 － 76 人 31 人 2 人 1人 1人 111 人

文学部 － 86 人 25 人 1 人 5人 2人 119 人

理工学部 － 113 人 29 人 18 人 37 人 3 人 200 人

国際関係学部 － 36 人 20 人 2 人 3人 61 人

政策科学部 － 36 人 11 人 6 人 53 人

情報理工学部 － 56 人 14 人 10 人 22 人 102 人

映像学部 － 16 人 10 人 3 人 29 人

薬学部薬学科 

(6 年制) 
－ 

15 人 8 人 12 人 13 人 1 人 49 人

薬学部創薬科学科 

(4 年制) 
－ 

7 人 3 人 1人 11 人

生命科学部 － 34 人 9 人 7人 26 人 76 人

スポーツ健康科学部 － 18 人 4 人 3人 7人 1人 33 人

総合心理学部 － 21 人 11 人 5 人 3人 40 人

食マネジメント学部 － 19 人 7 人 1人 1人 28 人

グローバル教養学部 － 6 人 10 人 3 人 19 人

教養部 － 9 人 8人 109 人 126 人

附置研究所 － 10 人 14 人 15 人 39 人

大学院 － 79 人 11 人 6 人 96 人

その他 － 4 人 4人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 1,446 人 1,446 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：公表方法：立命館大学 研究者学術情報データベース(Web)

http://research-
db.ritsumei.ac.jp/scripts/websearch/index.htm?lang=ja 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

本学における FD の定義は、「建学の精神と教学理念を踏まえ、学部・研究科・他教学機関が

掲げる理念と教育目標を実現するために、カリキュラムや個々の授業についての配置・内容・

方法・教材・評価等の適切性に関して、教員が職員と協働し、学生の参画を得て、組織的な研

究・研修を推進するとともに、それらの取組の妥当性、有効性について継続的に検証を行い、

さらなる改善に活かしていく活動」とされている。この定義にもとづき、大学全体ならびに各

学部において、FD が実施されている。 

以下は、大学全体の取り組みの代表例である。 

・新規着任教員を対象とした FD プログラムの実施 



  

・教学実践フォーラム開催 

・『教育開発推進機構ニュースレター（ITL News）』発行 

・「学びと成長調査」実施結果の共有 

・紀要『立命館高等教育研究』の発刊 
 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数

（b） 

b/a 収容定員

（c） 

在学生数

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学

者数 

法学部 
720 人 721 人 100％ 3,055 人 3,363 人 110％  

経済学部 
760 人 783 人 103％ 3,085 人 3,341 人 108％  

経営学部 795 人 826 人 103％ 3,205 人 3,393 人 105％  

産業社会学部 
810 人 708 人 87％ 3,420 人 3,656 人 106％  

文学部 980 人 978 人 99％ 3,845 人 4,097 人 101％  

理工学部 
959 人 936 人 97％ 3,851 人 3,898 人 101％ 46 人 25 人

国際関係学部 
360 人 274 人 76％ 1,360 人 1,387 人 101％  

政策科学部 410 人 410 人 100％ 1,590 人 1,706 人 107％  

情報理工学部 
475 人 433 人 91％ 1,945 人 1,984 人 102％ 40 人 0 人

映像学部 160 人 157 人 98％ 630 人 667 人 105％  

薬学部薬学科

（6年制） 100 人 84 人 84％ 600 人 579 人 96％  

薬学部創薬科

学科（4年制） 60 人 61 人 101％ 240 人 240 人 100％  

生命科学部 
325 人 307 人 94％ 1,255 人 1,252 人 99％  

スポーツ健康

科学部 235 人 247 人 105％ 925 人 1,000 人 108％  

総合心理学部 
280 人 236 人 84％ 1,120 人 1,150 人 102％  

食マネジメン

ト学部 320 人 250 人 78％ 640 人 602 人 94％  

グローバル教

養学部 100 人 23 人 23％ 100 人 23 人 23％ 人 人

合計 7,849 人 7,434 人 94％ 30,866 人 32,338 人 104％ 86 人 25 人

（備考） 

情報理工学部の編入学者数は、9月入学のため未確定 

 

 

 

 



  

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

法学部 
826 人

（100％）

65 人

（7.9％）

666 人

（80.6％）

95 人

（11.5％）

経済学部 
715 人

（100％）

14 人

（2.0％）

633 人

（88.5％）

68 人

（9.5％）

経営学部 
877 人

（100％）

22 人

（2.5％）

783 人

（89.3％）

72 人

（8.2％）

産業社会学部 
914 人

（100％）

18 人

（2.0％）

811 人

（88.7％）

85 人

（9.3％）

文学部 
1,137 人

（100％）

84 人

（7.4％）

913 人

（80.3％）

140 人

（12.3％）

理工学部 
902 人

（100％）

377 人

（41.8％）

485 人

（53.8％）

40 人

（4.4％）

国際関係学部 
313 人

（100％）

11 人

（3.5％）

249 人

（79.6％）

53 人

（16.9％）

政策科学部 
367 人

（100％）

12 人

（3.3％）

323 人

（88.0％）

32 人

（8.7％）

情報理工学部 
439 人

（100％）

192 人

（43.7％）

216 人

（49.2％）

31 人

（7.1％）

映像学部 
174 人

（100％）

10 人

（5.7％）

135 人

（77.6％）

29 人

（16.7％）

薬学部薬学科 

（6年制） 

138 人

（100％）

33 人

（23.9％）

94 人

（68.1％）

11 人

（8.0％）

生命科学部 
261 人

（100％）

153 人

（58.6％）

99 人

（37.9％）

9人

（3.5％）

スポーツ健康科学部 
218 人

（100％）

20 人

（9.2％）

180 人

（82.6％）

18 人

（8.2％）

合計 
7,281 人

（100％）

1,011 人

（13.9％）

5,587 人

（76.7％）

683 人

（9.4％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

 



  

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

成績評価方法についてはシラバスにて公表している。前述のとおり、シラバス記載内容につ

いては、各学部等にて内容の確認を実施している。 
また、シラバスの内容確定後、成績評価方法の変更が必要な場合は、教授会にて変更内容の

審議・確認を実施している。 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

様式 2号の 3にあるとおり、学修の評価については、授業ごとにシラバスで評価内容・基準

を明示している。なお、成績評価は全学で定められた段階評価に基づき実施している。卒業修

了認定については、所定の教育課程（卒業に必要な単位修得）を教育目標の達成として学位授

与（卒業認定）としている。 

学部名 学科名 
卒業に必要 

となる単位数

ＧＰＡ制度の採用

（任意記載事項）

履修単位の登録上限

（任意記載事項）

法学部 法学科 124 単位 有・無 単位 

経済学部 
経済学科 124 単位 有・無 単位 

国際経済学科 124 単位 有・無 単位 

経営学部 
経営学科 124 単位 有・無 単位 

国際経営学科 124 単位 有・無 単位 

産業社会学部 現代社会学科 124 単位 有・無 単位 

文学部 人文学科 124 単位 有・無 単位 

理工学部 

電気電子工学科 124 単位 有・無 単位 

機械工学科 124 単位 有・無 単位 

ロボティクス学科 124 単位 有・無 単位 

数理科学科 124 単位 有・無 単位 

物理科学科 124 単位 有・無 単位 

電子情報工学科 124 単位 有・無 単位 

建築都市デザイン学

科 

124 単位 有・無 単位 

環境都市工学科 124 単位 有・無 単位 

都市システム工学科 124 単位 有・無 単位 

環境システム工学科 124 単位 有・無 単位 

国際関係学部 

国際関係学科 124 単位 有・無 単位 

アメリカン大学・立命

館大学国際連携学科 
124 単位 有・無 単位 

政策科学部 政策科学科 124 単位 有・無 単位 

情報理工学部 

情報理工学科 124 単位 有・無 単位 

情報システム学科 124 単位 有・無 単位 

情報コミュニケーショ

ン学科 
124 単位 有・無 単位 

メディア情報学科 124 単位 有・無 単位 

知能情報学科 124 単位 有・無 単位 

映像学部 映像学科 124 単位 有・無 単位 



  

薬学部（6年制） 薬学科 206 単位 有・無 単位 

薬学部（4年制） 創薬科学科 128 単位 有・無 単位 

生命科学部 

応用化学科 124 単位 有・無 単位 

生物工学科 124 単位 有・無 単位 

生命情報学科 124 単位 有・無 単位 

生命医科学科 124 単位 有・無 単位 

スポーツ健康科学部 スポーツ健康科学科 124 単位 有・無 単位 

総合心理学部 総合心理学科 124 単位 有・無 単位 

食マネジメント学部 食マネジメント学科 124 単位 有・無 単位 

グローバル教養学部 グローバル教養学科 124 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：Web にて公表（http://www.ritsumei.ac.jp/campusmap/） 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項）

法学部 971,800 円 200,000 円 0 円 

産業社会学部 
子ども社会専攻 1,215,400 円 200,000 円 0 円 

上記専攻以外 1,147,200 円 200,000 円 0 円 

国際関係学部 1,263,800 円 200,000 円 0 円 

文学部 
地域研究学域 1,140,000 円 200,000 円 0 円 

上記学域・専攻以外 1,118,400 円 200,000 円 0 円 

映像学部 1,856,000 円 200,000 円 0 円 

経営学部 
国際経営学科 1,097,800 円 200,000 円 0 円 

経営学科 971,800 円 200,000 円 0 円 

政策科学部 1,165,800 円 200,000 円 0 円 

総合心理学部 1,203,000 円 200,000 円 0 円 

グローバル教養学部 2,300,000 円 200,000 円 0 円 

経済学部 1,006,000 円 200,000 円 0 円 

スポーツ健康科学部 1,215,400 円 200,000 円 0 円 

食マネジメント学部 1,212,800 円 200,000 円 0 円 

理工学部 
数理科学科 1,509,400 円 200,000 円 0 円 

上記学科以外 1,566,200 円 200,000 円 0 円 

情報理工学部 1,566,200 円 200,000 円 0 円 

生命科学部 1,597,000 円 200,000 円 0 円 

薬学部 
薬学科（6年制） 2,290,000 円 200,000 円 0 円 

創薬科学科（4年制） 1,805,600 円 200,000 円 0 円 



  

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

新入生向けに、特別入試入学者を対象とした入学前教育や、新入生支援サイト、ハンドブ

ックの提供を実施している。 

また、在学生向けには、理工学部等における数学物理の補習科目設置や、学生が自立・主

体的に学び成長できるよう支援する取組として「StudentSuccessProgram」を進めている。 

本学の特徴として、学生同士の学びあいを重視しており、新入生支援、授業支援、留学生

支援、障害学生支援など、多様なピアサポート団体が組織されている。大学としてもこれを

支援している。 

成績不振者に対しては、各学部による面談などを実施している。学修・生活面での指導の

ほか、心身のサポートが必要な学生については学生サポートルーム・保健センターと連携を

して支援を行っている。 

本学では、障害学生を含むインクルーシブな大学づくりを目指し、支援室を設置し、多様

な学生の支援を行っている。また、経済的な面でも、厳しい家計状況の学生に対し、学費減

免など奨学金制度を設けている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

1 回生より、キャリア形成の意識付けのために学部・キャリアセンターにて、就職支援の

ガイダンスを実施している。4回生では、「学生一人ひとりの希望する進路の実現」を支援

方針として「把握・相談支援・マッチング」の 3つを軸に支援を行っている。 

具体的には、学内で説明会・選考会を実施する「オンキャンパス・リクルーティング」や

本学学生の求人を希望する企業に対して、本学就職部が履歴書をとりまとめて企業に送付す

る「履歴書取りまとめ」等を実施している。また、障害学生に対する支援として、「障害学

生向け進路就職ガイダンス」を実施している。 

窓口での相談支援として、過去の相談履歴をカルテ化し、系統的な支援を行っている。Web

でも、求人情報の掲載、各種イベントの発信をおこなっており、先輩学生からの就職活動報

告・インターンシップ活動報告などの情報も閲覧可能となっている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の健康増進を目的として、全学生を対象に定期健康診断を実施している。外国人留学

生に対しても、本学での修学期間内における健康管理の観点から短期留学生も含めて、健康

診断を実施している。また、体育会活動の学生を中心に、熱中症対策や AED 講習会も開催し

ている。 

本学では、キャンパス内に保健センター併設の診療所を設置しており、医師による内科・

精神科の診察を行っている。 

学生生活の諸問題に関する相談を目的に学生サポートルームを開設し、臨床心理士による

相談体制にて支援を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：大学の情報公開 Web にて公表 

(http://www.ritsumeikan-trust.jp/publicinfo/disclosure/univ/) 
 

 

 


